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Research Abstract

【研究⽬的】前⽴腺癌の放射線療法には3次元外部照射・強度変調放射線治療・⾼線量率組織内照射・密封⼩線源永久挿⼊療法・粒⼦線治療があり,中でもイリジウム192
⾼線量率組織内照射は,前⽴腺に対し⼤量かつ安全に放射線を投与できる⽅法として有⽤であり,その治療効果も⾼いことが知られている. 
⼀⽅,リスク臓器(尿道,直腸など)に隣接するため放射線療法で起こりうる副作⽤には排尿障害・直腸障害・性機能障害がその可能性として挙げられる. 
本研究では,排尿障害と直腸障害の指標となる尿道線量および直腸線量が,現在⾏われている⾼線量率組織内照射期間中にどの程度変動するか調査し,発⽣した副作⽤との関
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係性を明らかにすることで,前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射の安全性と有⽤性をより⾼め,臨床利⽤することを最終的な⽬的とする. 
【研究⽅法】⾼線量率組織内照射を複数⽇にわたって施⾏した際,刺⼊されているアプリケーターの移動や刺⼊に伴う前⽴腺の浮腫性変化が⽣じると考えられている.これ
までの研究でアプリケーターの尾側への偏位により前⽴腺尖部側の尿道線量が増加することを報告してきた.今回は,外照射に対し⾼線量率組織内照射を先⾏した群,後⾏し
た群でアプリケーターの偏位の程度に違いがあるかどうか,治療計画時及び照射直前に撮影したCT画像から3Dワークステーションを使⽤して検討した.また,評価基準(⾻
構造,前⽴腺内⽯灰化)の違いによる影響も検討した. 
【研究成果】アプリケーターの尾側への偏位評価では,後⾏群でわずかに増加傾向を⽰した.断⾯内での偏位評価では,先⾏群でばらつきの⼤きい結果を⽰した.外部放射線
治療のタイミングがおよぼす影響も否定できないが,今回の検討では有意差はなかった.評価基準の違いによる検討では,⽯灰化基準を真値とした場合,⾻構造を基準とする
と平均3.1mm,最⼤10.2mmアプリケーターの尾側への偏位を過⼩評価する傾向が⾒られた.
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